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摘要
サイソッステム計画を船に「看板や案内板の制作」にすぎないと見なす通念は，
今日明らかに時代遅れになった。というのは，企業における CI (コーボレイト ・
アイデ‘ノティティ）の隆盛とその大学版であるuI Cユニバージティ ・アイデ‘ノテ
ィティ）の普及によって，ひとつの経営組緑体が制作する視立的要素群は全体とし
て統一性を持つものでなく てはならないという＜デサイソ統合〉の概念が，一般的
な共通認識となりつつあるからである。
この CI=UIの観点からすれば，大学における「創立百周年」や「新図書館建
設」 というイベソトはまさに‘‘校風”の見直し，組織樅成員の意、識変革， そして
くデザイソ統合〉の絶好の機会である。従来のように建物は建築家に，サイソはイ
ソテ リアデザイナーに， コソビュ ークや帳票はシステムニソジニアに，広報媒体は
グラフィ ック デザイナーに， というように個別に外注していては，新図書館はおろ
か大学自体のアイデ‘ノティティの崩壊を来たしてしまう。こうした失敗を避けて新
図書館計画を真に成功させるには，基本構想の立案から全視党的要素群のくデザイ
ソ統合〉のシステム開発までの全体計画を推進する組織すなわち Cl=UI開発室
の設置が不可欠となる。
そのためには，大学のトッブの思い切 った意思決定や内外の英知の結集がぜひと
も必要であり， また我々図害館員も， この CI=UIの理念と開発方法論を消化吸
収して新館建設や組織の活性化に取り組むことが求められている。
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〔〇〕 はじめに
早稲田大学図書館では，大学の百周年記念事業のひとつである新中央図書館建設
計画の進行に合わせて， '84年 3月より新館計画ワ ーキソググループ活動が行われ
ている。箪者ら 3名は，その第4次第4グループに当たる「サイン計画ワーキ‘ノグ
グループ」のメソバーとして'84年12月に研究を開始し翌'85年 7月に「報告書」を
提出した。本稿はその「報告書」を“圧縮’’してより一般化した形に再構成した
ものである。
筆者らは現場の図書館員としての実践的な問題意識から出発した。すなわち，先
行 した少からぬ新図書館で「サイン計画」が成功していないのはなぜか，そして，
これから新館を建設する予定の大学で「サイン計画」を 望むらくは新館計画の
全体を 成功させるにはどうすればいいのか，という問題を設定したのである。
この問題に対するアプローチとしては第ーに，個々の失敗 ・成功の事例研究か
ら方法論上の一般的教訓を導き出すこと，第二に，＜サイン〉の本質とその実現の
ための方法論に関する専門的知識を大学図書館という特殊な場に応用すること， と
いう二つの方向が考えられる。筆者らはこの二つの方向の振幅をできるだけ大きく
拡げようと努めたが，力量不足については読者諸兄のご寛如を乞うほかはない。
ともあれ，本稿は現在の大学図書館の本質的な問題点の一端に触れているはずで
ある。＜サイソ〉の向う 側に焦点を合わせて読んでいただきたい。
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〔1〕 サイン計画の現状
1. 0. はじめに
新図書館の建設工事が進行していく様子を思い描いてみよう。基礎工事から鉄骨
の組み立て ， そ して配管 ・ 配線，さらに天井 ・ 壁などの内装工事••• と続く。建築物
としてほとんど完成に近づく最終段階で，各種の看板や掲示物の頬，すなわちくサ
イソ〉が取り付けられる。これらのくサイソ〉は一体， どのように計画され，設計
され， そして製作• 取り 付けされるのだろうか。「インテリア ・デザイナーに依頼
すればよい」というのがごく常識的な答だろう。だが，果してそれでうまくいくの
だろうか。
1. 1. 失敗事例の概略
近年，大学図書館界は新館建設が相次いでおり ，研究の事例には事欠かないとい
えよう。ところが残念なことに，＜サイソ計画〉に関するかぎり，成功例を見い出
すことは極めて難しいのである。失敗例は，概して次のようなものとして理解する
ことができるm。
(1) 新館建設計画の全体の中でくサイン計画〉自体が予算上も設計上もさほど重
要視されていない(2)0
(2) 設計は，＜サイソ〉を‘‘必要悪"と考えがちなインテリアデザイナーのペー
スで終始進められる(3)0
(3) 現場の図書館員は，当初からくサイン計画〉に（時には新館計画そのものに
さえ）参加する機会を与えられていないか，いたとしても最終段階での形式的
な‘‘意見聴取”にとどまる(4)0
(4) 結果的に，出来上がった＜サイン〉は小さく地味で目立たず，文字は読みに
くく ，肝心の案内機能さえ十分に果たさない(5)。
(5) さらにくサイソ計画〉の前提であった動線計画自体の無理や，スペース・レ
イアウト上の検討不足など取返しのつかない失敗が明らかになる(6)0
1. 2. 現場での不評
かくして，完成したくサイ‘ノ〉は利用者に対して不親切なものとなり ，その不親
切な分だけ利用者は「00はどこですか？」式の低次元の質問を繰り返す。したが
って現場の館員もバターソ化した低次元の応答を日々強いられることになる。
このような失敗事例は常識的に見て実に不可解である。なぜなら，現場で不評な
点は，事前に原案を見せてもらえれば，別に‘‘専門家"ではなくても容易に予想の
つく程度の初歩的なものだからだ。
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I. 3. 問題設定
さて，ここでいくつかの問題を設定してみることができる。第ーに，＜サイン〉
の“専門家”であるはずのインテリアデザイナーが，なぜこのような初歩的なミス
を犯しがちであるのか？ 第二に，にもかかわらず，そのくサイン〉が業界の専門
的な賞などを受賞することがなぜできるのか(7)? 第三に 現場の図書館員には，
なぜ事前に計画の現実的な妥当性をチェックする機会が与えられないのか？ そし
て第四に，発注者である大学当局は，こうした不満足な結果を一体どのように評価
しているのか？ 等々 。
1. 4. 一般的教訓
以上のような問題に対して，＜サイン〉の“専門家”ではない私たち図書館員で
も，計画の進め方というレベルでなら，常識的に次のような一般的教訓を引き出す
ことができる：
(1) 新図書館建設計画の基本構想の段階から，館内に「上意下達」式でない「総力．． ． 
結集」型のプロジェクトを組織し，＜サイン〉以前の新館計画全体について調査・
研究を行い，問題点を明らかにし，段階的な意思決定を積み重ねていくことが不
可欠である。
(2) 予算については，内装工事が始まる時点になってから見積が出て，あわてて泥
縄式に大学当局と折衝するのではなく ，新図書館建設計画の全体の中に，基本計
画の段階でくサイン計画〉の項目を明確な形で組み込んでおかなくてはならない。
(3) インテリアデザイナーの選定にあたっては，複数の候補についてその理念・傾
向・実績などを事前に調査し，評価したうえで，決定を下した方がよい。
(4) <サイソ〉の“専門家"と，現場の図書館員や一般利用者との間には，建築物
について機能上あるいは感覚上の判断にギャップが生じがちである， という事実
を予め計算に入れたうえで計画の進行に合わせて継続的に意志疎通の機会を設定
し，率直かつ友好的な協力関係を作っておきたい。
(5) 最終の発注仕様を決定する前に，く動線計画〉との整合性を念には念を入れて
チェックし，シミュレーションによってくサイン〉の体系と しての機能と個々の
くサイソ〉のモノとしての外観 ・材質 • 取付方法の細部にわたって妥当性をチェ
ックする必要がある(810
〔2〕 サイン計画からデザイン統合計画へ
2. 0. 十分条件を求めて
さて，以上のような教訓は果して現実にどの程度に有効であろうか。教訓は確か
に，失敗しない，あるいは失敗をより少なくとどめるための必要条件のうちのいく
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つかであることは間違いがない。しかし，成功のための十分条件ではないといわざ.... 
るをえないのである。一体どんな条件が見落とされているのであろうか。
2. 1. 利用者の視界
仮に，＜サイン計画〉の進め方について，以上に述べたような一般的教訓が十分
に生かされたとしよう。オープソしたばかりの新図書館には，計画どおりの理想的
なくサイン〉が取り付けられているはずである。ここへ初めてやって来たひとりの
利用者を想定して，その視界を追ってみると，例えばこんな具合になるだろう；
キャンパス内にある＜誘母サイン〉に迎かれて新図書館のアプローチに入ると，
真新しい建物の全体が眺められる。近づくと，例えば「早稲田大学総合学術情報セ
ンター ・中央図書館」という＜看板〉が見える。ニントランスに入ってすぐ目につ
く大きなく利用案内〉にしたがってバッグをロッカーに入れて，＜告知板〉で開館
時間や臨時のお知らせやイベントの案内を読む。
＜館内配置図〉で目的地を確かめ，＜誘導サイソ〉に導かれて例えばく和漢書書
名目録〉のカード ・ボックスにたどりつく。そこには，目録の検索法のく説明サイ
ン〉があり，カード形態の他に冊子やコンピュータ端末などの所在も知らされる。
目録を引いて所在地とく排架記号〉をメモし，書庫へ向かう。
入口でくIDカード〉のチェックを受けてく書庫利用の栞〉をもらい，く書庫内
配置図〉で目的階を確認してからく書架表示〉を頼りに目的の書架に接近してい
く。ある書架列の前で立ち止まり書架側へ入る。本の背表紙の下段に貼ってある
く排架記号ラベル〉を左から右へ追っていくと，ついに目的のく排架記号〉を発見
する。そして背表紙にあるタイトルを確認して，書棚から引き抜く。カウンターに
戻って貸出手続のためくIDカード〉と一緒に提示し，返却日やミニ案内が記され
た＜栞〉を受けとる。
閉架式書庫ではく請求票〉に記入しなくてはならないし， コピーの依頼に行けば
＜申込書〉に記入するだろう。もし， 目的の本が見つからなかったら，圏書館員の
胸のく名札〉を見て質問を発し，＜リクニスト ・カード〉を出したり，不満があれ
ばく投書用紙〉に記入してく投書箱〉に入れ，＜投書回答板〉の前に立ち止まる。
プラウジソグ ・コー ナーに行ってコーヒーを飲みなから，新聞や新刊雑誌をめく
り，友人と情報交換をする(9)。そして，＜広報紙誌〉を手に取って帰って行く•••。
2. 2. サイン計画という問題設定の限界
以上の想定から明らかなように，利用者の視界に入る有意味なモノは，何十種類
にものぼる。一連のくサイ‘ノ〉は，実はそうしたモノの全体の中のほんの一部分に
すぎない。したがって，仮にくサイン計画〉が完璧であったとしても，他のモノが
個々別々に計画制作されるならば，利用者の視界には不統一と混乱のイメージを与
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えることにならざるをえない， と結論することができる。もし，この混乱が現実化
すれば，利用者にとっての新図書館は，たとえどんなに立派な施設や蔵書を誇ろう
と，「統一性がない」「見識がない」「だらしがない」「いい加減だ」「品位がない」
「不親切だ」等々のマイナス・イメージにまみれてしまうほかはないだろう。
ここで，私たちはくサイソ計画〉という狭い問題設定から一歩踏み出して，より
広い上位の計画，すなわちくデザイン統合計画〉へと進まなくてはならない。
〔3〕 デザイン統合とシステム開発
3. 0. 視覚的要素の全体的統合
くデザイソ統合計画〉は，利用者だけでなく，図書館員や大学当局者・ 一般教職
員そして取引業者等の外来者まで含めた，およそ大学に関係するぁらゆる人間の視
野に映るすべてのモノを対象とするものである。..... 
3. 1. アイテーム一覧
そこでまず，一般に視覚的要素といわれているモノ（品目＝アイテム）を図書館
の実状に即して整理しておこう。
1. ペーシックエレメント
● シソボル
● ロゴタイプ
● タイプフェース
2. 広告 • 印刷物
● PR用印刷物
● 図書館刊行物（紀要 • 月報 • 他）
● ボスクー
● 日程表
●掲示
●展示会
●常設展示ディスプレイ
3. サイン
●建物名称サイン
●動線上のサイン（屋内・ 屋外）
●階段 ・ニレベータ ー前のフロアサ
イン‘
●全館案内図
゜● フロアマッフ
●室名 ・コーナー名の定点サイン’
● ヒ゜ クトグラム
●緊急サイン
● インフォメーシ ョンサイン （公衆
電話・手洗所・休憩所 ・喫煙所・
談話室 ・等）
●告知板
●催事案内板
●図書分類表
●図書分類のサイソ
●書庫内案内図
●書庫内フロアマップ
●書架表示
4. ステーショナリー
●便箋
●各稲封筒
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●各種帳票（帳票タイトル規定・書
式・蜀線・カラー）
●各種定形文書（文体）
●名刺
●印章
● タック ・シール
● ラベル
● カード
5. 館員用設備
●備品・用品 ・什器類のデザイソ
3. 2. インテリア・デザイナーの限界
●事務室内のデザイン
●事務用掲示
●一般掲示
6. 環境
●建築物デザイン ・カラ ー
●地域環境
7. その他
言うまでもなく，すべての視覚要素をデザインするという仕事は，ーインテリア
デザイナーの領域を超えている。このことは，手順の上でくデザイン統合計画〉を
先行させることなしに，いきなり個々の要素（たとえばくサイン〉）のデザインに
入ることはできない， ということである呪
ところで，このくデザイン統合計画〉は，一体誰がおこなうべぎ仕事であろう
か。建築デザイナーの領分はく建物〉であり，イソテリアデザイナーのそれは内装 ・
家具，そしてくサイソ〉に限られている。＜広報紙誌〉やくステーショナリー〉（用
品・小物）には， グラフィックデザイナーという“専門家"がいる。 しかし， ＜デ
ザイン統合計画〉の全体を企画 ・立案するという仕事は，これら個々のデザイナー
の“専門分野"には収まりきらないのである。そこで登場してくるのが， コンセプ
トからアイテムのデザインまでを全般的に企画・推進してくれる，いわゆるデザイ
ン・コンサルタントという“専門家＂である。
3. 3. システム開発の必要性
デザイソ・コンサルクソトの仕事は，依頼主の要求に添ってコソセプトを練り，
マー ク， ロゴタイプ，カラーなどのベーシック・デザイソを確立し，それを個々の
アイテムに応用（アプリケーシ ョソ・デザイン） して，実際にモノとして完成させ
ることを第一の目的としている。しかし，デザイソの開発だけではなく ，デザイ
ソ・システムの開発も不可分の目的だということに注意しておきたい。例えば， コ．．． 
ソビュータの母入の場合，ハードとソフトを購入すればそれで万事終了とはいかな
い。つまり， 、ンステムの開発が，必要な備品 ・用品の維持 ・管理や運用の方法，人
員の教育訓練，さらには将来の発展計画まで含むものでなくてはならないというこ
とは常識であろう。同じように，デザインについてもシステムという概念もある
時点で完成されてしまうモノ（ハード）の体系としてだけではなく ，時間の流れの
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中でモノを扱っていくための方法（ソフト）の体系としても考えていくことが必要
なのである凡
〔4〕 大前提としてのアイデンティティ
4. 0. 組織体にと っての “人格"
さてそれでは，デザイソ・コソサルタント（を含む開発室）は一体何から手をつ
けるのだろうか。本章では早稲田大学の現状に即して，あるべきデザイソ・システ
ム開発の基本的枠組を示すことにしよう。
デザインが単に外見的 ・表面的な小手先の技術にすぎないと考えるのは，あまり
に素朴な誤解である。卑近な例を挙げれば，ある個人の服装，髪型，持物（バック，
時計，ペソ，等）が， しばしばその個人の“人格"の表現として観察されていると
いう事実を見れば十分であろう。したがって，わが新中央図書館にはどんなデザイ
ンが相応しいかを決めるには，まず新中央図書館の“人格"に相当する何かが明確
化されることが先決である。
4. 1. まずくアイデンティテ ィ〉 の確立から
組織体にとっての‘‘人格"という問題は，経営学ではくコーポレイト・アイデ‘ノ
ティティ (CI)〉と呼ばれている(12)。 CIという概念は確かに企業の経営革新を
目的として発展• 普及してきたものであるが，今日，方法としてのCIは，自治体
ではくエリア ・アイデ‘ノティティ＞，街ではくコミュニティ ・アイデソティティ〉，
通りにはくストリート・アイデンティティ〉という形で，応用されつつある(13)。 こ
こで重要なのは，「大学は企業とは違う 」などという通念から，私たちにとって大
いに有益なこの理論を見過ごしてしまわないことである。企業が経営環境の変化に
対応するために，自らの“社風＂の根本的な見直しを通して実際に経営革新の成果
を着々と上げている方法が，‘‘校風"の現代的再生に取り組もうという大学にとっ
て参考にならないはずがあるだろうか。事実，＜ユニバーシティ・アイデソティテ
ィcuI)〉というアプローチは，いくつかの大学で続々と導入され始めている似l。
4. 2. 個性としての くアイデンティティ〉
＜ユニバーシティ ・アイデ‘ノティティ (UI)〉といえば，言葉は耳新しいかもし
れないけれども，大学レベルで考えれば，私たちにとってはまさに“校風"の問題，
すなわち“早稲田らしさ”とは何かという古くから繰返されてきた問題にほかなら
ないのである。今，私たちが問題としている“情報セソター ・図書館群’’匝の“らし
ざ', すなわちくライプラリ ・ー アイデ‘ノティティ LibrariesIdentity〉は， 理念
的には先に再生された‘‘早稲田らしさ”の一表現でなければならないし，同時に，
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図 1 U Iの中のLI 
現実的結果としては，古い“早稲田ら
しさ”を更新してゆく契機となるべき
ものであろう（図1)。
ところで，＜ライプラリー・アイデ
ンティティ〉は単にくユニバーシティ・
アイデンティティ〉の下位概念（一部
分・ー表現）であるだけではなく，現
代の情報化社会の中に活動している数
多くの情報サービス機関のひとつとし
て存在している。図書館界を含む情報
サービスのネットワークは日夜，全国・
全世界へ拡大成長して一般化・均質化
していく一方，逆にその“節目”に当
図2 業界の中のLI
西早稲田再開発
(AI) 
図3 A Iの中のLI 
たる各機関には独自性が強く求められるようになってきた。この意味で，＜ライブ
ラリー・アイデ‘ノティティ〉は，情報サービス機関としての“個性”の表現でなく
てはならないのである（図2)。
さらに，新中央図書館という建物は，西早稲田地域再開発の重要な“目玉’’でも
あると言われている。先に述べた＜エリア・アイデンティティ〉，＜コミュニティ・
アイデンティティ〉，＜ストリート・アイデンティティ〉というアプローチに従えば，
当然，新中央図書館は大学周辺の“街づくり”の一環の中に，街の全体的調和を先
導する中心的な建築物として構想されるべきものである（図3)。
こうして，新中央図書館は，早稲田大学の中で，図書館界（情報サービス業界）
の中で，さらに西早稲田地域の中で，様々なレペルで重層的に明確化された“個性”
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の集積として，その全体像を構想されるぺきであるといえよう。
4. 3. C Iコンサルタントとの協力
ここで私たちはもう一歩進まなくてはならない。すなわち，＜アイデソティティ
計画〉のレベルで， C Iコンサルクソトとの協力を実現することである{16)。 という
のは，＜アイデ‘ノティティ計画〉が組織体の理念，経営戦略，政策といった根本に
係わるものである以上，常識的な意味でのデザイソ・コ｀ノサルクソトの専門を大き
く超えてしま うからである呪
4. 4. C I開発室の設置
くアイデ‘ノテ ィティ〉→ くデザイン統合〉→ くサイソ〉（などの視覚的要素群）
という抽象（理念）から具体（モノ）への開発展開を全体的に統括 ・指揮する推進
組織を通常「CI開発室」と呼ぶ（準備段階では「CI開発準備室」）。当然，ここ
でCIは，大学レベルならUI, "図書館群"レベルなら LIと読み替えられるべき
ものである。
〔5〕 アイデンティティシステムの構造
5, 0, はじめに
本章ではまずCI開発室によって開発されたシステムの全体を仮にくアイデ‘ノテ
ィティ ・システム〉と呼んでおこう (18)。 さて，そのくアイデソテ ィティ ・システ
ム〉は，そのコンセプト（基本理念）をどのように現実化していくのであろうか。
ここでは，コミ ュニケーションとデザインの観点から，‘‘情報セ｀ノター ・図書館群’’
が持つべきくアイデ‘ノティティ ・システム〉の全体の構造を明らかにしておきたい
（図4)。
5. 1. <ライブラリー・アイデンティティ 〉とは
くエリア ・アイデ‘ノティティ〉，＜ユニバーシティ ・アイデソティティ〉と同様に，
“情報セソクー ・図書館群”にもくアイデソティティ〉，つまり＜ライブラリー ・
アイデソティティ〉の計画とシステム開発が求められる(I到。
それらを求めてゆく基本的な手法は，次のようなものであろう。情報サービス機
関としての“情報センター・図書館群"は自らの存在理由を明確化したコソセプ
ト（基本理念）を持たねばならない。そ してそれを背景と して能動的に自らの経営
環境である研究 ・教育 ・文化活動に係わってゆかねばならないといえる。そのよう
な経営行動によって早稲田大学・図書館界 ・学界 ・社会の中で“情報センク ・ー 図
書館群”の位置付けを明らかにし，その存在感を高めることができるのである。し
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図4 デザインシステムの棉造(*中西， 1980P. 6より）
たがってくライプラリー ・アイデンティティ〉は，経営環境を良くするためのコミ
ュニケーション回路をつくりあげるテクノロジーの体系として理解されるべきもの
であり，単なる一過性の計画としてではなく ，＜ライプラリー ・アイデンティティ ・.... 
ン｀ステム LibrariesIdentity System〉と して，その組倣が存続する限り維持され......... 
るシステムではなくてはならないことになる。
5. 2. ライプラリー ・コミュニケーションの時代
“情報セソター ・図書館群”と研究者 ・学生との間には，旧来の疎遠な関係を打破
するために，相互の意志疎通を図れるコミュニケーションシステムが現実に要請さ
れるようになってきている。＜ライプラリー ・アイデソティティ ・システム〉が実
際的な問題として問われてきているのは，こ うした相互のコミュニケーショソをい
かに活性化するかとい う問題を意識してのことである吼》
かくして早稲田大学図書館および各図書室・研究所 ・資料室における従来のコミ
ュニケーションは統一的なくライプラリー・コミュ ニケ ーション〉という新しい視
点からの見直しが必要となる。学内30余箇所で実践されている部分的コ ミュニケー．． 
ショ‘ノの必要性そのものを一概に否定することはできない。しかし，これらの個々
のコミュニケーショソが‘‘情報センター ・図書館群’’全体に組み込まれ・全住ク最
適化をもたらすようなサプシステムとして確立されていなければ，分散的で一過性
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のコミュニケーショソ活動となってしまう恐れがある。それを避けるために， トー
タルシステムとしてのコミュニケーシ ョ ノ｀活動を意識的に再編成すべきなのであ
る。
5. 3. マーケティングアプローチの必要性
“情報センクー・図書館群"17)マーケティングは，まず初めに， 自らの信じる研
究 ・教育・文化活動への支援活動を大学構成員に提示することから始まる。そこで
示されるべきものは，‘‘情報セ‘ノクー・図舌館群”の経営行動の理念や目的について
選択を求める提案であるはずである。
そのためには，‘‘情報センクー ・図書館群"の経営理念を大学の研究 ・教育・文化
活動体系の中で見直すことが求められる。研究・教育・文化活動に対する支援活動
は，少なくとも研究 ・教育・文化にマイナスにならない行動をとるレベル，実務を
通して研究・教育 ・文化的価値を創りだしてゆくレベル，実務を越えたところで研
究・教育・文化的価値を付加してゆくレベルの 3つから眺めることができる。
くライプラリー・アイデ｀ノティティ〉の形成はつまるところ，‘‘情報センクー・
図書館群"経営への共感を研究者・学生に持ってもらうことが目的であるので，
“情報センター・図書館群"Iま，研究 ・教育・文化活動のマーケティソグという視
点から自らの経営を見直す必要が出てくるだろう ~I)。
5. 4. 中心となる＜デザイン統合〉
“外観”は社会的地位，文化的・人格的位置付けを示す基本的要素である。“情
報セ｀ ノクー ・図書館群"がその“外観”を意識的 ・合目的的に作り出さねばならな
い理由はまさにここにあるといえる。“情報センクー・図書館群"が情報的に高い
イメージを確保するには，まず感覚的に好印象で受け入れられる必要がある。これ
をデザインという行為および操作で実現してゆこうとするのがくデザイソ統合〉の
主な狙いである。
くライプラリー ・アイデ‘ノティティ ・システム〉は“情報センクー・図書館群”
の理念と行動を統一化するとと もに自らの属する社会に対して自己のイ メージを
コントロ ールしてゆくコミュニケーツョ｀ノ ・システムであるが，デザイソ活動によ
って“情報センター ・図書館群” の存在を明確にしてゆくことを意味する＜デザイ
ソ統合〉はその重要な要素として位置付けられる。
デザイソシステムの開発・導入は，‘‘情報センター ・図書館群"の経営理念をく象
徴化〉することから始まり ，＜システム化〉→ く環境化〉一く体質化〉という プロ
セスを経ることによって，真の目標を達成することになる。すなわち，単に視覚的
なシンボル操作やスタイル作りにとどまらず，‘‘情報センクー ・図書館群"の理念が
教職員の意識や行動にまで反映されてこそ，実体のともなった好ましいイメージの
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形成が可能になるのである。
5. 5. 基本と応用のシステム
デザイソシステムの前提は，＜ライプラリー・アイデ‘ノティティ〉の中心に， コ
ミュニケーショ｀ノとデザインのコソセプトが確立されていることである。これらを
具体化するものとして，基本（ベーシック）と応用（アプリケーション）のデザイ
ソシステムが運用される。
ペーシックデザイソシステムとは， コミュニケーション上必要なあらゆる視覚的
要素を整備し，全体として統合されるツンボルの体系に組み上げたものである。そ....... 
してアプリ ケーシ ョンデザイソシステムとは，数多くのアイテムヘのベーシックデ
ザインシステムの適用方法であり，ここでいよいよ各アイテム固有の条件をいかに.... 
渦たし，個々のデザインをいかに高めてゆくかという技術的評価が‘‘情報セソター・
図書館群”のレベルで問われるのである。
5. 6. 管理システムの必要性
くデザイン統合〉にはシソボルの形成とその展開操作だけでなく，‘｀情報セソタ
ー・図書館群”にと って望ま しいイ メージを作りだしていくためにあらゆるデザ
イン活動を総合的にコーディネート（調和 ・統一）するという意味がある。それぞ
れのアイテムが単独でいかに良質のデザインであったとしても，各アイテムが相互
の関連性をもっていなければ統一的なイメージを生み出すことはできない。ベーツ
ックデザイソシステムとアプリケーショ‘ノデザインシステムを，一貫して運用して
いくためには， 日常的にそれらを管理するシステム（組織とルール）がなくてはな
らない。
くライプラリー・アイデ‘ノティティ・システム〉を高い水準で維持し，また様々
な変化に対して柔軟な対応が可能となり， システム自体の改善や自己増殖がなされ
るためにもくデザイン統合〉は管理可能なものでなければならない。標準化のメリ
ットを確保するためには，管理上のルールとしてマニュアルを作ることが効果的で
あり，必要不可欠である。
〔6〕 デザイン統合システムの開発
6. 0. デザイン統合の段階的開発
“情報センター ・図書館群”のデザイソを理想的なかたちで実現しようとすると，
当然の帰結としてマネジメ‘ノトそのもののあり方が問われ，多くの改善策が要求さ
れることになる。これこそくデザイソ統合〉プロジェクト ，究極的にはくライプラ
リー・アイデンティティ・システム〉プロジェクトを成功に導く鍵であると いえ
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る。
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くデザイン統合〉の開発プロセスは大きく次の 3段階に分けて考えられる：
1. デザインシステム開発の準備
2. ベーシックデザイン・、ンステムの開発
3. アプリケージョンデザイソ・システムの開発（新システムの導入・切り換
ぇ，管理・運営システムの開発を含む）（図5参照）
6. 1. デザインシステムの開発準備
この段階では主に 3つの作業が行われる。
(1) デザイソ統合システム開発のマスクープランの設計
i) デザイソ統合システム導入目的の確認
“情報セソクー・図書館群"の本質的ニーズを的確に把握し筑 くアイデソ
ティティ〉の強化もしくは変更という経営方針の確立が求められる。この作業
0 0 0 0 0 0 0 
を怠ると現行体系の根本的見直しや，重要な経営課題の検討なしにデザイソの
みの開発となり ，＜デザイン統合〉プロジェクトはその本来の目的である“創造
的問題解決”を達成できず，究極的にはくライブラリー・アイデンティティ・
システム〉の確立にも失敗することになる。
ii) デザイソ統合システム導入目標の設定
従来のくアイデ‘ノティティ〉をどの程度変更するのか，あるいは全く新しい
くアイデンティティ〉を確立するのかが問われる。これによって，＜デザイン
統合〉開発計画の規模や範囲が決定される。そして，変更することが最適解か
どうかを常に確認すると同時に， どの方向へ変えてゆくべきかの研究作業が計
画に組込まれなければならない。
ii) マスタープランの設定
開発スケジュールを組むには，導入目標に見合った作業フローをタイムテー
プル化してゆけばよい。プロジェクトチーム (CI開発準備室）は大きな権限
を持って活動するためトップマネジメソトと直結した少人数の精鋭主義となら
ざるを得ない。さらに有能な専門家や外部組織を起用し，彼等のノウハウを最.. 
大限に利用しなければならない。
(2) 調査研究
i) アイデンティティの自己確認
くライプラリー ・アイデンティティ・システム〉の確立のためには“情報セ
ソター・図書館群"の基本理念と行動の関係を主体的に確認しなければならな
い。つまり‘‘情報センター・図書館群"の経営における最も基本的な部分の見
直しが不可欠であり重要であるということである。
ii) "情報セソタ ー・図書館群”のイメージ実態調査
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“惜報セソター ・図書館群"のイメージ評価は，利用者とひとつの情報セン
ターという単純な関係で決まるのではなく多様な関係者集団と“情報セソター・
図書館群＂という関係のなかで相対的になされるといえる（ 図6)。そのため，
多数のレベルでの調査を分析することによってはじめて，正確な評価が得られ
る丸
図6 多様な関係者集団 注 ：I C/Lは侑報セソクー ・図害館の意
ii) 現状デザイソシステムの実態把握
現状のくアイデンティティ〉の種々の問題を把握し，開発しようとするデザ
イソシステムの機能を知り概要をつかむことが求められる。そのためには，ア
イテムの収集 ・分析，コミュニケーツョン体制の実態把握から‘‘情報セソク
ー ・図書館群＂をとりまく関係者集団の持つデザイソシステムの研究まで幅広
く調査研究されねばならない。
iv) 名称変更の研究
名称は “情報センクー ・図書館群＂そのものを端的に表す重要なシンボルで....... 
あるので，この検討もなおざりにすることはできない姻。
v) デザイソ統合の啓蒙教育活動
くライプラリー ・アイデンティティ ・システム〉を確立する趣旨，その中で
のくデザイソ統合〉導入の目的・効果を理解させ，大学構成員の積極的参加・
協力を促進する筑。
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(3) デザインコンセプトの設定
デザイソコソセプトとは，デザインシステムの条件・機能を規定しようとする
もので，デザイナーにとっては，製作上の指標，ガイドラインとなるものであ
る。デザインの内容ではなく，デザインが目標とするところを正確に把握した上
で，明解な条件設定をデザイナーに示すことが，最適なデザインシステムを生み
出すための第一条件である。
i) イメージクライテリア（基準 ・標臨）の設定
開発すべきデザインシステムにどのようなイメージをもたせるかということ
を設定することで，＜基本イメージ〉の設定とく個別イメ ージ〉の総合が求め
られる。前者は，研究 ・教育 ・文化情報価値の尺度，‘情報センター ・図書館
群”の能力や資質，サービス内容にふさわしい“らしさ", という 3つの局面
からのアプロ ーチが有効である困。
後者は， ‘‘情報セソク ー・ 図書館群"~ことって必要なイメージからく基本イ
メージ〉を除いた部分のイメージを指す。
i) 機能クライテリアの設定
イメージ構造を明らかにすることと同様に，いかなるコミュニケーション機
能を備えたシステムとすべきかということを設定することも重要である。ま
ず， 名称・シンボルマ ー ク ・ ロゴタ イ プとそのバリエー ショソ， 書体・色 • そ
の他の視覚的要素といったベーシックエレメソトの選択がなされ，それらは意
味性 ・感覚性 ・視覚訴求性から組合せの検討がなされる。次に形状の多様性へ
の対応が，さらに主要アイテムヘの対応が検討されて行くことになる。
ii) :rミュニケージョンコソセプトの設定・マーケティングコンセプ トの設
定
これらのコンセプ トの設定を抜きにして i). i)の設定がなされたと しても
このプロジェクトは確実に失敗への道を歩むことになる。... 
iv) アプ））ケーションデザインシステム開発準備
アイテムの項目分析を行ない各アイテムの特性分析もこの段階で行っておか
ねばならない。
v) 管理運用システム開発準備
マニュアル体系の検討と並行して管理組織の検討も重要である。
6. 2. ベーシックデザインシステムの開発準備
ベーシックデザイソシステムとは， ‘情報センク ー・図書館群"17)コミュ ニケー
ショソ活動において，最も端的に “情報センタ ・ー 図書館群”を象徴する視覚的諸
要素およびその展開使用のためのシステムを指す。ペーシッ クデザインシステムを
構成する諸要素には，通常，‘‘情報センク ー・図書館群”のマークやロゴタイプ，
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サービスマーク，タイプフェース，シソボルカラ ー；ステートメントなどが含まれ
る。これらのビジュアルな要素を総称し，ベーシックデザイソエレメソト（基本デ
ザイン要素）と呼ぶ。
ペーシックデザインエレメソトは，‘‘情報セ｀ノター ・図書館群”のコミュニケー
ション活動において最も頻繁に使用され，「メッセージの送り手が誰であり」，「そ
れがどのような理念を持ち」， 「どのようなサービスを行っている機関であるか」と
いう＜ライブラリー・アイデンティティ〉を明らかにし，伝えてゆくための視覚的
記号であるといえる。
“情報セ‘ノター ・図書館群”のより良いコミュニケーショ‘ノ活動を進めるため
に，これらの諸要素をいかにデザイソし，それをどのように組合せ，展開し，使用
してゆくか，すなわち， コミュニケーショソの基本的なスタイルをいかにつくって
ゆくか—これがベーシックデザイソシステムの開発の内容である。
i) デザイナーの選択
1i) ベーシックデザインニレメ｀ノト、ンステムの開発
ii) スクリーニソグ審査
iv) アプリケーションデザインシステムの開発計画
v) アプリケーションデザイソシステムの尊入切換計画
vi) アプリケーションデザイソシステムの導入切換準備
6. 3. アプリケーションデザインシステム開発
アプリケーションデザイソシステムは，‘‘情報センクー ・図書館群"が自らの所
屈する社会に向けて放ってゆくあらゆるコミュニケーショ｀ノ活動の中で，狭義には
ペーシックデザイソエレメソトをどのように用いて効果的なくアイデンティティ〉
訴求をしてゆくかという手法の体系であり ，加えて広義には，あらゆるコミュニケ
ーツョソアイテムの制作 ・使用そして管理までを含む標準化システムである。... 
“情報セ‘ノクー・図書館群”がコミュニケージョンに使用し得るメディアは非常
に広範囲にわたる。広報活動の領域ばかりでなく，便箋・封筒などのステイショナ
リー，名刺，事務用の各種帳票， ラベル，蔵書印，サイソ，掲示，各室名称，展示
のための諸設備，インテリア，建築，什器備品，ユニフォームなども，コミュニケ
ージョン媒体として重要な機能を果たすことができる。コミュニケーション活動に
おいて，‘‘情報セソター ・図書館群”独自のスタイルの確立，あるいは一定のバタ
ーソでの展開は，‘‘情報セ‘ノター ・図書館群”に対する統一的イメージが形成され
ることにつながる。
このようにアプ リケーションデザインシステムの開発とは“情報センター ・図書
館群"が自らにとって望ましい経営環境を創造してゆくために，利用しうるあらゆ
るコミュニケーション媒体のデザインに一定の約束を設けることである。
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i) エレメソト、ンステムの精緻化
ii) ベーシ ックデザイソンステムのマニ ュアル化
ii) サプペーシックのエレメントシステムの開発
iv) アプリケーションデザインシステムの開発
v) 個別システムの開発
vi) 個別アイテムのデザイン ・切換導入
vi) 個別アプリケーションデザインのマニュアル化
vii) キャ‘ノベーソ計画 ・函入発表
ix) 本格嘩入 ・切換
x) デザイン統合管理 ・運用組餓の確立
6. 4. デザインシステム導入のメリット
デザイソシステムを開発し母入展開してゆくことのメリットは第ーに相乗効果
的なコミュニケーション活動によって “情報セソター ・図書館群＂の経営環境を組
織的に良くすることであり，第二にはデザインの標準化やマ ニュアル管理によって，
制作物の美的品質の保持や制作コス トの低減が可能になることである。つまり ，
“情報セ‘ノクー ・図書館群”のコミュニケーショ｀ノ という観点からのVE(価値工
学） 的な処置が，デザイソシステムの母入であるとみなすこともできる。かく して
出来上るのがデザインツリーと呼ばれる全体一覧図である（図7)。
〔7〕 サイン・システム計画
7. 0. はじめに
私たちはここまで，＜サイソ計画〉をそれ自身として考察することを控えてきた。
というのは，＜サイン計画〉が，＜デザイン統合計画〉の中で開発されたベーシック
デザイソシステムのひとつの応用問題でなくてはならないからであった。しかし，
だからといって，＜サイン〉固有の問題について何も考えなくてもよいということ
では勿論ない。そこで本章では，視覚的要素のーアイテムと してのくサイン〉につ
いて具体的なイメ ージのレベルで考える中で，それがなぜシステムでなければなら
ないのかを明らかにすることにしよう。
7. 1. サインの種類と機能
くサイソ〉と言えば，誰もが思い浮かべるのが，いわゆる 「表示板」や「案内板」
であろう。 しかし，ここで言われている＜サイ ソ〉とはもっ と広く ，《環境の中で
の理解，行動にかかわる情報伝達手段》であり，＜サイン計画〉とは，《それを体系
的に計画 ・設置すること》と定義される四。 したがってまず，モノとしてのくサイ
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図7 NTT CIS (Corporate Identification System) Design Treeデザイ ンツリ ー (*NTTCI推進事務局提供）
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ソ〉は， とりあえず表1のように区分することができる。
7. 3. アイデンティティの表現
ここで目的として想定されているのは《メッセージを伝えるコミュニケーション‘
の媒体》という直接的な機能であるが，そのこととは別にもうひとつ，間接的では
あるが重要な機能が忘れられてはならない。すなわち《雰囲気をかもし出す》とい
う機能である究 この“雰囲気＂を突き詰めれば，＜サイン〉が指示的なメッセー
ジを伝送するだけではなく，組織全体のくアイデンティティ〉を正確に伝えるとい
う役目も果たすことが明らかとなる。例えば，美しく統一された文字や洗練された
表示によって，その建物 ・組織・サービスが近代的で使いやすく，感じの良いもの
だということも伝えられる。こうした間接的な機能が図書館のイメージを高昂させ
るのである究
7.4. <サイン〉の条件
ここで，＜サイソ〉がもつべき条件をまとめておこう。
1. 誘導・案内の機能を必要十分に果すこと団（目立つ，見やすいわかりやす
ぃ， じゃまにならない，など）。
2. 組織体のくアイデンティティ〉を“雰囲気"として正確に伝えること（統一
性，全体性，象徴性，求心性，など）。
3. 変更が容易であること（あらゆる意味で）。.... 
4. 初期・変更時の費用が高価すぎないこと。
7. 5. なぜシステムなのか
あえてくサイン〉ではなくくサインシステム〉という用語を使うのは，私たちが
次の二つのことを意識していなくてはならないからである。第一に，＜サイン〉と
いうモノの体系としてのシステム。すなわちサインのそれぞれの要素を個々の直接
的な機能だけで設計するのではなく，全体を統一性のあるひとつのシステム（体系）
として計画し組織して，はじめてくアイデンティティ〉の表現としてのくサインシ
ステム〉が確立されるということである。第二tこ，＜サイン〉の制作・運用・変更
の方法の体系としてのシステム。すなわち，設計が標準化され，手順がマニュアル．．．．． 
化され，要員がよく教育訓練されていて，はじめて時の流れに十分耐えうる＜サイ
ンシステム〉が確立・維持されるということである。
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表 1 サインの種類と機能
サインの種類 I 機 能 I 表示内容 I 設置場所
総合案内サイン 館全体の案内 I欝ビ名ス内・開容箭時間 ・休箭日 ・サー I館外 ・アプロ ーチ等
館内配置サイン 館全体の配置案内 配架 ・施設配置 ・全階配脳図等 lエ‘ノトランスホール ・ロ ビー
各階配置サイソ 各階の配置案内 I各階の配架 ・施設配置図等 I各階の主要路部
案 内
カウンクーサイン' カウンクーの案内 l 貸出・ 登録 ・ 返却 • 読書案内等 l カウンク ー 甲板面等
利用説明サイン 室案内・施設 ・機器等の利用 1 利説用等上の注意点 • 利用方法の解 i 各室 • 各施設 ・ 壁面等
80 
掲示板 連掲ホ緒事項 ・ボスクー等の I掲示板名 Iニントラソスホール等
メイソ誘導サイソ 駐車場 ・出入ロ・ 表各楷 • I館室外名・出入ロ ・階数 ・施設名 ・I館外 ・ 入ロ ・ ホ ー ル • 主要分岐
誘 導 各スペースの方向 ホ と
その方向 点 ・メイン通路
サプ誘邸サイン 書架誘禅 ・エリ ア誘迫 I書架やエリアの内容とその方向 Iメイン通路とサプ通路の分岐点
階数サイソ 階所在表示 1階数
1階段踊り場 ・フロア床面 ・フロ
ア壁面等
室名 ・施設サイソ 室 ・施設所在表示 室名・施設名 I各室，各施設の扉等
定 点 Iエリア名（プラウジソグスペー 各エリアニリアサイソ エリア所在表示 ス等）
書架サイン 書架内容表示 図書分類名 書架側面 ・上面 ・棚段等
禁止 ・規制 i禁止・ 規制サイン 禁止・ 規制 I 禁煙 • 立入禁止等 I 禁煙 • 立入禁止区域
（＊日本ファリソグ，1986, P. 141) 
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〔8〕 開発方法論の概念モデル
8. 0. 4つの選択肢
以上，私たちは，＜サイソ計画〉の進め方について，社会的に見て一定に確立さ
れた方法論を中心に概親してきた。この章では，いわば理想的な方法論が，大学と
いう組織体の現実の中で， どのような形で適用されうるのかを考えてみることにす
る。図忠館そして大学のトップが採用しうる政策は，およそ方法をどこまで徹底す
る意志と権限があるかの度合によって 4つの類型の選択肢に収まるだろう。すなわ
ち：
(1) <サイソシステム計画〉ワーキンググループの設置（図書館内委員会レベル）
(2) <デザイン統合〉計画室の設置（図書館レベル）
(3) <ライプラリー ・アイデソティテ ィ(LI)〉開発室の設置("図書館群’’レベ
ル）
(4) <ユニバーシティ・アイデンティティ (UI)〉開発室の設置（大学レベル）
以下に，各選択肢の内容と，その結果として予想される成果と短所を概念モデル
としてまとめておく。
8. 1. 選択肢 1: <サインシステム計画〉ワーキンググループの設置
UI, LI,<デザイソ統合〉などの大前提を不要とし，新中央図書館に付属す
る＜サイソ〉だけを対象としたワーキンググループを現図書館内に設置し，「報告
書」を事務局に提出させて，これを委員会が審議した上でトップが決定し，イソテ
リアデザイナーに依頼する。結果としては，新中央図書館に一応くサイソ〉が取り
付けられるが， しかしそのくサイン〉は，シンボル性を失って単にキャンパンに建
てられたービルディングの中で，ただ案内機能を果すだけのものとなり，他の視覚
的要素のデザイソとの調和と統一は望めず，＜デザイソ統合〉が存在しないままと
なる。当然，デザインシステムは開発されず，開館直後から即ちに“風化＂ が始ま
ることになる。
8. 2. 選択肢 2: <デザイン統合〉計画室の設置
大学レベルのUI開発も ‘図書館群”レベルのLI開発室のいずれも正式に設置
されない場合，新中央図書館の視覚的要素のくデザイソ統合〉を計画する「室」
（または「ワーキンググループ」）を現図書館の中に置き，これまでどおり図書館
員の独力でできる範囲で行う。UI, LIともに ‘仮定＂し ，新中央図書館のくア
イデ‘ノティティ〉は“暗黙の合意"として存在するかのように，そのイメージに適
するベーシックデザインを自分たちの感覚で表現し，図書館のトップが決定 ・承認
する。これを受けて，＜サイソ〉はインテリアデザイナーに，＜広報媒体〉はグラフ
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ィックデザイナーに依頼され，＜帳票〉はシステムエンジニアに任される。その結
果，個々の視覚的要素のデザインは一応見かけ上は‘‘専門家..の手になるものがで
きる。しかし， UI, LIを欠いたまま，素人によるベーシックデザインをもとに
して依頼した結果，デザインの“統合..は名目的なものに終わらざるをえない。ま
た，デザインを運用 ・維持 ・管理するシステムは作られず，たとえ新中央図書館の
開館時はよくても，その後は確実に“風化..が進行する。
8. 3. 選択肢 3: L I開発室の設置
大学レベルにUI開発室が設置されない場合，やむをえず現図書館内に， ‘図書
館群"レベルのCI (またはデザイソ）コ｀ノサルタ｀ノトを含むLI開発室を置く。
その開発室が“情報センクー ・図書館群"の全体のくアイデンティティ〉について
“仮定” したうえで，さらにその部分である新中央図書館のくアイデンティティ〉
を ‘仮定’’ し， そのくアイデンティティ〉の具体的展開として，サービス ・システ
ム（コソピュ ークを含む）や建物の基本計画などを再賂理・再検討し，計画全体の
調和と統一を保証するよう基本文書を整備する。以上の基本方針にしたがって，館
内および全学の合意を得たのち，新中央図書館内のくデザイン統合〉計画とシステ
ム開発を行い，各アイテムのデザイン• 制作を行う。成果としては，新中央図書館
の四部~-?調和と統一性は保たれ，デザインシステムが完成し，運用 ・維持 ・管理
もシステム化される。 しかし，大学全体の“早稲田ら しさ"(U I)が，本格的に検
討されないため，新中央図書館だけが‘‘浮いて" しまい，‘‘情報センク ・ー 図書館
群"の長期的全体的構想が，大学レベルではあいまいな“仮定"でしかない（また
は，非公認のまま不十分に“先取り"する形になってしまう）という弱点を持つ。
したがって，＜デザイン統合〉は新中央図書館の内部だけの範囲にとどまり ，‘‘情報
センタ ー・図書館群”全体のデザインは依然と して個々別々のままとなる。これは，
「図書行政の一元化」 の困難さ自体がそのまま視覚的に表現されて しまうことを意..... 
味する。また，大学内を流通する帳票類の書式が全体として統一されないので，新
中央図書館で作成されるものでも発行先に合わせなくてはならなかったり，他箇所
から送られてくるものを規制できないことになる。
8. 4. 選択肢4: U I開発室の設臨
大学レペルでUI開発準備室を設置し，準備を進め，承認を得て， CIコンサル
クントを含むUI開発室を設置する。 UI開発室は本格的にUIを開発し，そのあ
とUIの各論と して“情報センター ・図書館群,,のLIを展開させ， 西早稲田再開
発 (AI : ニリアアイデンティティ）を担当する機関との協力の中で， L I (図書
館群描想）の一部分と しての新中央図書館のくアイデンティティ〉を明確化する。...... 
また，全学的なくデザイソ統合〉計画を推進 し，その一部分として “情報セソク
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ー・図書館群"さらに新中央図書館のベーシックデザインシステムを具体化し，さ
らにそれをアプリケーションヘ展開し，＜サイン〉はインテリアデザイナーヘ，他
の視覚的要素群はグラフィックデザイナーヘデザイソの依頼を行なう。成果として
は，次の 100年に向かう新しい“早稲田らしさ"(UI)が抽象論・精神論のレベル
から， より経営理念的なコンセプトとして規定され，その理念を実現するために政
策レベルでの総合的な検討が行なわれ，大学の機構改革や経営の近代化，研究・教
育・文化事業活動の活性化に具体化・実現される。そして，大学レベルでの経営戦
略の長期的総合的な全体計画の一部分として，資料・情報提供サービスの将来像が．．．． 
明確化され，そのための施設として“情報セ‘ノター・図書館群”の基本構想が立案.... 
される。さらにその各論として新中央図書館の役割分担が決定される。大学の経営. . . . . ... 
環境と情報サービス利用者の総需要についての本格的な調査・予測が行なわれ，客
観的なデータにもとづく要求仕様の決定，さらにそれを受けて新中央図書館の基本
計画・基本設計 ・詳細設計が可能になる。かくして，＜デザイン統合〉が大学レベ
ルで実施されれば，新中央図書館だけが“浮いて”しまうことがなくなり，＜サイ
ン〉だけでなくく帳票〉など他の視覚的要素も全学統一フォームにすることができ
る。新デザインヘの切り替えにあたっては，長期的に徐々に実施していくことがで
き， UI開発室が全学的にその間の調整を行なうことができる賊％短所としては，
初期投資が大きいことが挙げられるが，長期的にみれば，大幅な経費節減となるべ
きものである。
〔9〕 結論
9. 0. はじめに
前章で提示した 4つの選択肢は，筆者らによる一種の概念モデルであるが，現実
にどの選択肢を採用するかという意思決定は，図書館および大学当局のトップの実
際的決断に委ねられるべきものであろう。ここで肝心な点は，新中央図書館のくサ
イソシステム〉 実はサービスシステムの全体も同じことなのだが＿の出来の
良し悪しが，実はスタート時点でどんな開発方法を採用するかによ って，予め大方
決してしまうということである。
9. 1. 本学におけるUI実施への動き
ところで，早稲田大学においても，＜ユニバーシティ ・アイデンティティ (UI)〉
の実施を目指す動きが最近活発になってきている。『早稲田フォーラム』は'84年 5
月号(no.44)で「UniversityIdentity—教学理念の再構築ー」という特集を組んで
いる。 '85年7月，筆者らの『サイソ計画ワーキソググループ報告書』の提出のあ
と， 12月には教務部長の諮問機関と して「UI委員会」が設置された汽 こうした
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動き自体が， 1982年10月の「創立百周年記念」式典を契機として“早稲田人”の
くアイデ‘ノティティ〉が問い直されざるをえなくなっていることの現れと見ること
ができる。
9. 2. 危惧される失敗
教学理念の再楷築は，抽象的な理念のレベルで“早稲田らしさ”を規定してしま
えばそれで終了という問題ではない。当然ながら，教学理念は各論へ展開され，長
期 • 中期・短期の政策に具体化されなければ意味をなさない図。 しかし，ここに立
ち塞がるのが組織の体質という厚い壁である知）。
ところで， もし万一，現実に可能な選択肢のうち，最適なものが選択されなかっ
た場合，どんな事態が起きるのであろうか。既に前章で述べた概念モデル上の短所
が現実化し，この結果，基本から細部まで数え切れない弊害が，次々と生じること
は問違いあるまい。こうした失敗は，利用者サービスの低下，業務効率の低下とい
った経営上の大問題となるだろう。しかも，私たち図書館員の立場からは，問題は
抽象的でなく， iまるかに切実である。なぜならば，《その結果を来る日も来る日も
見続けるのは図書館戦員》閲だからである。
9. 3. 望まれるUI開発室
さて，以上のような理論と現実をふまえて，真の成功を願う立場から見れば， (1)
の 「サイ ンシステム計画ワーキンググループ」方式は論外である。 (2)の「デザイソ
統合計画室」方式もその中途半端な性格と成果の不徹底さから，決して望ましい
ものではない。少なくとも(3)のコンサルタソトとの協力を含む「LI開発室」方式
が成功のためにはどうしても欠かせないものである。そして図書館および大学当局
のトップが，早稲田大学の次の 100年の理念と政策を真に現実化することを望むの
であれば， (4)の「UI開発室」を選択するであろう。なぜなら，現在のところ，こ
れが経営戦略上，最も有効かつ効率的な方法であり，実際，他に現実的な代替案を
見出すことは困難だからである。
9. 4. 大学関係者の叡智の結集を
先に， CIコソサルク ソトという‘‘専門家”との協力について述べたが，ここで，
早稲田大学の卒業生を含む人的資源を活用することも考えておく必要があろう。外
部の‘‘専門家＂に依頼することのメリットのひとつに，客観的な分析評価ができる
ということが挙げられるが，このことは内部の‘‘専門家"を排除しなければならな
いということではない。言うまでもなく早稲田大学は，経営学，マーケティング，
C Iの研究者を学内に多数擁している。 UI開発（準備）室を設置するにあたって，
まずこの“専門家"の協力を求めるのが自然である。
- 84 -
新図告館とサインシステム計画
9. 5. トップの決断
失敗が既成事実となってしまってからでは手遅れである。むしろ，準備は早けれ
ば早いほど有利であるにちがいない。図書館および大学当局のトップには，ぜひと
も「進取の精神」を地でいく英断が望まれる閲。
注
(1) この失敗例の典型は，大学や企業などの図書館や隋報センクーの見学• 取材の
結果を一般化したものである。
(2) 武井， 1982参照。
(3) イソテリアデザイナーの「サイン＝必要悪」説については， コーエン，1984,
p. 59, p. 226-7参照。
(4) 同上および，大沢， 1984参照。
(5) 高橋・仲谷 ・仁上， 1985の写真参照。
(6) 風間， 1984参照。
(7) 慶応大学新図書館はサイン ・デザイソ賞を1982年に受賞している。
(8) コー エン， 1984, p. 235-6参照。
(9) 利用者同士の非公式の情報交換の重要性は今後増大すると予想される（津田，
1983, p. 71)。「生活の場」としての図書館については，「ニューメディア時代の
浮世床」という書店のコソセプトが示唆的である（栗本， 1985)。
(1G プロジェクト管理において私たち図書館員の経験主義の限界が露わになる（津
田，1983, p. 150)。PPP(phased project planning=段階的プロジェクト計画）
では，理論的 ・時間的な順序だけは絶対に崩さないことが，何より基本的な大原
則でなければならない（牧野， 1979, P. 226-7)。しかし，大学そしてその中の図
書館においては，抽象から具体へ，全体から部分へという理論上のオーソドック
スな展開とは全く逆の手順が現実にしばしば生じる。なぜだろうか。
(1~ 時間の流れの中での “風化"現象については，私たちの身の回りのデザイソの
現状を眺めてみればすぐに納得できよう。いわゆる「イメージ混乱の法則」であ
る（加藤，1981,P. 172~3 参照）。
M 概要は「総合マーケティ｀ノグハンドブック」 1982, P. 563-4を参照。なお，企
業がCIを禅入する動機は，①事業の拡大にともなう問題，②イメージの陳腕化，
③マイナスイメージの定着，④事業の不振 ・停滞，⑤新会社の設立，⑥新商品 ・
新市湯への参入，⑦海外進出， ⑧コミュニケーションの発想転換が求められる時，
⑨デザイン管理体制の欠陥，などとされる（中西，1979,P. 39-43)。これらの動
機はほぽそのまま今日の大学の経営環境に読みかえることができよう（井関，
1984参照）。
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(14) 大乗淑徳学園(1983), 大手前女子学園(1984)とUI禅入の先例があり，大手私
立大学でも，立教大学が1983年に「UIプロジェクトチーム」を発足させ，中央
大学も準備中と伝えられている（日本経済新聞， 1985.5.9.)。また，東京経済大学
では， 1983年から「CI委員会」，「CI企画委員会」という諮問機関が設けられ，
答申が出されている（東京経済大学CI企画委員会， 1985)。
(1$ 新中央図書館の“らしさ"を単にそれ自体として計画することはできない。学
内の資料・情報提供サービス機関は，現図書館の他に30数箇所の図書関連施設が
あり，これらは，将来，他の学内機関を含めて再編統合が行なわれるであろう。
したがって，今はその機能や組織を明確に規定することはできないので， とりあ
えずその施設全体を“情報セソクー • 図書館群"と呼んでおく。
(16) 外部の“専門家"を起用することの意味は，単に専門的な知識と技術が必要と
されるということだけにあるのではない。そのメリットは第一に，経験の乏しい
社内担当者が消極的姿勢に陥りやすくなったり，逆に踏むべき作業プロセスから
飛躍した論議に走る危険性を避けること。第二に，社内だけの主観的になりやす
い判断を避けるために不可欠である客観的な視点を得ること。第三に社内意見
がともすると正当な考慇の対象とならないことがあるが，同一内容でも組織のヒ
ニラルキー（職制）外からの発言は受入れられやすいこと，の三点が挙げられて
いる（中西， 1979, p. 49)。大学にとっても実に示唆的である。
(1り この点の強調は， CI専門会社の広告によく現れている(「TheCI 1984」, p. 
116)。
⑱ 以下，第 5章第6章の記述および図 5, 6は，中西， 1979および，同， 1980,
の論理的な骨子を早稲田大学の現状に即して読みかえたものである。
⑲ 新中央図書館自体のくアイデンティティ〉は，‘‘情報セソクー・図書館群”の
くアイデンティティ〉 (LI)が持つ共通性の中での“個性"と考えるべきであろ
う。言うまでもなく個々の施設の ‘伽伍ょり先に，＜群〉としての共通のくア
イデンティティ〉がなければならない。この立場から，以下， LIを， 新中央図
書館を含む‘‘情報センター ・図書館群＂のくアイデンティティ〉と定義すること
にする。
⑳ コミュニケーションの中核となるのがく広報活動〉である。大学という組織体
を構成する諸グループ ・個人の間のコミュニケーツョンをいかにして活性化して
いくか， という実践的な課題については，ここではこれ以上展開できない。私立
大学図書館協会図書館サービス研究分科会， 1982, および，仁上， 1983を参照。
⑳ ここでいう「研究・教育・文化活動」とは，早稲田大学がくユニバーシティ・
アイデ‘ノティティ〉を現実化・具体化する活動，いわば独自のく文化〉を創造し
ていく活動として考えられるべきものである。この意味で，中西元男の「CI三
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段階説」は大学にとっても極めて示唆的である（中西， 1985, p_ 64)。
(2) "情報センター・図書館群"は，大学内外からの需要の全体に対して，‘‘群"の
全住としてサービスを提供する。この意味では，新中央図書館がいかなるサービ
スを行うべきかという問題は，実は“群’’全体の中の役割分担の問題にすぎな
い。役割分担の決定の前に解決されるべきは，その総需要の実態がどんなもので
あるか， という問題である（津田， 1983, P. 168. 参照）。 その総需要を土台に据
えてこそ，新中央図書館のサービス内容が決定でき，さらにそのための組織 ・体
制・人員・運用システムが検討されうる。そうでなければ，‘‘効率”や“効果”に
ついての評価を下すための基準を見出すことさえ難しい（津田， 1983, P. 165参
照）。
(2~ ここでいう調査とは，総合的なマーケティングである。ゆきとどいた事前調査
こそが，結局は以後の作業効率を高める（加藤， 1981, P. 109-10)。
(2~ 当館におけるワーキンググループの報告書を見ると「総合学術情報センクー」
「新中央図書館」「専門図書館」「部局図書館」「理工学情報センター」と，各腫
の名称が次々と登場している。こうした名称の混乱自体が， 目指すべきくアイデ
ソティティ〉の分裂のひとつの現れと見られる。さらにまた，本庄分館が既に'85
年4月に開館し，所沢分館も '87年 4月開館の予定で計画進行中である。こうし
て，現実には，各分館の独立したくアイデンティティ〉が既成事実と して個々に
積み重ねられており“情報センター・図書館群＂としての統一人格は ，不幸にも，
描かれる前に既に分裂を余儀なくされていることになる。
僻 ここに意識改革・体質改善という CI戦略のもうひとつの狙いがある（加藤，
1981, P. llO, および，中西， 1985,P. 23)。
(2~ く基本イメージ〉は，単なる概念の羅列では役に立たない。“情報センタ ・ー
図書館群”全体を表す象徴性を備えていること，および“群’’全体の求心性をも
っていることが必要である。ところで，当館では，新中央図書館計画のためのワ
ーキンググループ活動を開始する前に，「基本イメージ・ワーキ‘ノググループ」
を先行させる経験を持ったが，この時点では， CIの方法論を自覚的に適用する
べきだという意見が採用されるには至らなかった（菅原， 1984)。
⑰ 日本建築学会， 1983, P. ll9参照。
⑱ 心理的要件については，ボレット， 1981, P. 205参照。
(2~ イメージ作り の実例は，玉井， 1983参照。
図 当然だが，デザイナーの言う“美観”より案内機能の方が優先されなければな
らない（ポレット， 1981, P. 7)。
⑳ 「TheCI 1984」, P.176参照。
蒻 メンバーは教務部長，館長はじめCI研究者，関連箇所教職員（筆者ら 3名を
含む），計23名（第 1回委員会発足時）である。
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僻井関，1984,P. 45参照。
⑭ 「今さらCIでもない」という‘‘余裕,,が報じられている（日本経済新聞，
1985.5.9)。 しか し， まさにCIが必要な会社こそがその導入を拒んでしまうと
いう“病理’を持っていると言われている（加藤 1984,P.101-2)。早稲田大学
にとってのCI=UIとはマイナス ・イメージの“早稲田らしさ,,(例えば，分散
的，場当たり 的， 我流， 拙速，杜撰，など）を克服することでもなければならな
いだろう。
(3$ コーエ‘ノ， 1984, P. 234。
斡経営者の“決断＂については，中西， 1985,P. 69参照。
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おわりに
本稲のもとになった「サイソ計画ワーキソググループ報告書」は，その役割上
'85当時の当館の内外の状況を強く反映したものであった。以前から籠者らは新図
書館計画の成否がプロジェクト管理のあり方そのものにかかっているという見通し..... 
から，開発方法論を特に重視していたので，この「サイソ計画」という与えられた
テーマはいわばひとつの‘‘応用問題”であったことになる。言い換えれば，サービ
スシステム， コンピュータ、ンステム，そしてそれを支える業務組織や人員配置まで
含めたく全体〉をいかに計画していくべきかという問題を抜きにして，ただ「サイ
ン計画」だけの成功を云々しても始まらないということである。
その「報告書」をまとめるに当たって，筆者らはいくつかの大学や企業の図書館
または情報センターの実地見学と文献調査を行ったが，得られた情報の相当最を割
愛した。そしてさらに，この論文に“圧縮＂するに当たって，諸般の事情から掲載
が1号遅れたうえ，事例研究の写真や引用文献や注を大幅に削除せざるをえなか
った。その結果，理論的には初歩的な啓蒙書のレベルを出ず，事例研究書としては
具体性に欠けるとの印象を生じているに違いない。筆者らはいずれ本稿の続篇を公
表する予定であるが，今はぜひ参考文献に直接当たられるようお願いしたい。
なお，事例研究では慶応義塾大学の渋）I雅俊氏と松本和子氏，上智大学の渡辺克
己氏をはじめ私立大学図書館協会企画広報研究分科会のメンバーの方々のほか館内
外の多くの方々のお世話になった。その意味で，本稿は言わば大学図書館間共同研
究の産物である。この場を借りて感謝の念を表したい。
最後に，本稿が多くの図書館で現実にお役に立つことを祈りつつ，読者諸兄の率
直なご意見ご批判を心からお願いする次第である。
以上
(1986年10月28日）
（たかはし のぽる 図書館参考係）
（なかや ゆかり 理工学図書室）
（にかみ こうじ 高等学院図書室）
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